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鎌倉市内の認知症行方不明者軽減に向けた実態調査アンケートの実施と今後の展開 

一般社団法人かまくら認知症ネットワーク 

 代表理事  稲 田 秀 樹 

 

◇はじめに 

認知症の行方不明者は近年、高齢化率の上昇共に増加の一途を辿っています。2024 年の

認知症などの行方不明者数は 1 万 8121 人となり、社会の高齢化とともに行方不明者数は

年々増加傾向となっています。この調査の目的は行方不明となった人の背景、捜索手段、発見

時の状況を把握し、認知症による行方不明者の全体像を浮き彫りにすることで、認知症の人の

行方不明者の減少に寄与することを目的に実施されました。 

 

◇調査方法 

調査は 2025 年 10 月時点から過去 3 年間にさかのぼり、認知症がある人の行方不明の

状況をアンケート調査により実施しました。調査票の作成にあたっては、ケアマネージャー、大

学関係者、医療関係者、介護サービス事業者、行政書士、介護家族で構成する「認知症行方不

明者の実態把握のためのアンケート調査検討会委員」を設置して４回の検討委員会を実施し調

査項目の検討を重ね、調査票を作成しました。 

出来上がった調査票はＱＲコードを印刷した協力依頼文を鎌倉市内の鎌倉市内の居宅介護

支援事業所、小規模多機能居宅介護事業所、看護小規模多機能居宅介護事業所、地域包括支

援センターに郵送して実施しました。調査期間である 2025 年 10 月から 11 月末までの間に

3６人のケアマネージャーから回答がありました。 

 

◇調査結果 

36 件の回答のうち、65 歳未満は 2 人、行方不明者の性別は男性 11 人、女性 25 人でし

た。行方不明者の要介護度は要介護３が 15 人で最も多く、次いで要介護１が 7 人、要介護２

が 6 人となっていました。行方不明者の認知症自立度は２a が 4 人、２ｂが 9 人と軽度者が多

いが、３a が 5 人、３b が 5 人、Ⅳが 7 人と中重度者の行方不明も少なくないことがわかりま

した。行方不明になった回数は 2～4 回が 13 人で最も多く、行方不明になった時間帯は朝が

12 人、昼が 11 人で回答数の 3 分の 2 を占めていました。朝から日中にかけて所在不明にな

る傾向があることがわかりました。警察以外の捜索手段の問いでは、鎌倉市徘徊高齢者 SOS

ネットワークを利用した人が 19 人、位置情報を特定するための機器（エアタグや IC タグなど）



を使用した人が 12 人、地域住民，知人等に捜索を依頼した人が 11 人でした。 

行方不明者が発見された地域は鎌倉市内が 11 人、鎌倉市外が７人、神奈川県外が６人、自

宅付近が 11 人でしたが、発見されていないと思われる回答が 2 件ありました。鎌倉市徘徊高

齢者ＳＯＳネットワークに登録している関係機関によって発見されたという回答はありません

でした。行方不明者の発見時の健康状態は 24 人が健康と答えていましたが、熱中症 3 人、転

倒などのけがを負っていたという回答も 8 人あり、行方不明者の２２％が体調を悪化させて

いることがわかりました。 

 

◇今後の調査について 

今回の調査によって行方不明者の要介護度や認知症自立度、行方不明になった時間帯、発

見時の状況などがわかったことは、今後の対処の手がかりになったと言えますが、それでも認

知症の行方不明者低減へ向けた具体的な対策や必要な取り組みについては未だ見いだせな

い状況です。 

今後は今回調査に協力してくれたケアマネジャー、行政や警察、認知症の当事者家族、市民、

医療介護関係者ら、多様な関係者とともに、認知症の人の行方不明の問題について情報を共

有し意見交換ができる場を設けたいと考えています。 

また２０２６年度、かまくら認知症ネットワークでは、今回の調査を踏まえ、家族や関係者へ

の聞き取りを行い、行方不明時の実態をより多面的に把握する取り組みを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「認知症の行方不明者 1.9 万人で過去最多 11 年連続」2024 年 7 月 4 日毎日新聞記事より 
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2026 年度認知症行方不明者の実態把握のためのアンケート調査結果 
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2025 年度認知症行方不明者の実態把握のためのアンケート調査結果自由回答（抜粋） 

・防災無線でもアナウンスしていたが風向きによっては聞き取れないことがある。 

・スマホのＧＰＳを携帯してもらっているが、行方が特定されると警察署で保護してもらえない。 

・警察に連絡しても初動には30分以上かかる。行方不明者の顔を周知するのは不可能なため

家族以外見つけられない。その日の服装を覚えてない。QR コードを見つけられない。本人が

出かけたいと思っても家族がそれに付き添えない、外出させようとしない。 

・高齢行方不明者のほとんどが認知症由来だと思います。 

・社会が正しく認知症を理解しないことで、認知症治療の遅れ（保険負担料増に伴い、今後も増

加傾向か）、福祉サービスや地域に繋がらない、本人 家族が隠す、危機意識が低い、介護疲れ

等、様々な背景のもと行方不明につながっていくのかと思います。一方で捜査までの手順が決

まっていない、手順がわからないという課題もあると思います。 

・福祉医療以外の視点も大切に、さまざまな側面から検討していく必要性を感じます。 

・GPS などの対策をしていても、早朝こっそり出て行ったので、役にたたなかった。靴に入れ

ていても、別の靴を履いて出てしまう可能性がある。 

・現在も発見されていません。交通機関を利用した可能性があり、広域で捜索しています。警察、

病院、施設間で、情報を共有できるホームページなどないのでしょうか、作ってほしいです。 

・やはり怪我ととんでもないところまで行ってしまう、高齢者夫婦だけの世帯で、認知症の配

偶者をまったくみてないケースは厳しい。 

・独居認知症で 24 時間見守りが必要。ADL も低下、ケアマネの負担が増える。 

・いつ発生するか分からないが、少額でもお金を持参していると移動も可能となる事やセンサ

ー等の予防策をしても行方不明に至る。 

・夜中の徘徊であったため、気がつくのが遅くなり、さらに捜索願等も遅れた。 

・行方不明者を探す際、警察と市の SOS ネットワークの連携。それぞれへ届け出が必要だった。 

・様々取組されているケースがあるため、市で対応の統一化がされると尚よい。 

・さくらネットのような関係機関のみが閲覧できる行方不明歴のある方の履歴など 

・同居している家族は居るものの、目を離したすきに出かけるので家族の負担はあり、市内に

認知症対応型の特養や老健が少なくショート受け入れが難しい。 

・家族の認知症の理解 

・家族が一瞬目を離した時にいなくなることが多い。家族一人で常に見守るのは限界がある。 

 

※文字数に限りがあるため自由記載欄は抜粋して掲載した。鎌倉市事業名以外の「徘徊」という言

葉を「認知症行方不明」に言い換えを行いました。社会通念上また人権保護、プライバシー保護の観

点からふさわしくない文言を修正しました。 


